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平成２１年度活水中学・高等学校自己評価結果について
2010.2.22

平成２２年２月に実施しました「平成２１年度活水中学・高等学校自己評価結果」についてお知らせします。

日頃の教育実践について、教師がどう考えているかが分析できます。自己評価はあくまでも教師自身による評価です。

「学校評価」と同じように、３０を基準にし、４０以上を◎、３９～３５を○、３０未満を▲として表しました。. . . . .

その結果、評価が低いと考えられる３０未満の▲はありませんでした。.

今回の結果と、１１月に行われた保護者・生徒による「学校評価」を参考にしながら、評価が高いものについては、慢心する

ことなく、さらに、保護者や生徒の皆さんに理解していただくよう努力をしていきたいと思います。

また、自己評価がやや低かったものについては、来年度、その改善に努めます。特に、下記の３項目については対策を考え

ていきます。

① 学校経営方針の明確化とその実践

② 進路指導におけるキャリア教育

③ 校内研修体制の確立と実践

昨年の評価では、計画的・組織的に授業研究等を行う＜指導実践力の向上を図るため、研究授業及びその検討会（授業研究）

等の機会を各教科とも年１回以上行う。＞について、３０未満の▲と低い評価が出ましたが、今年度は、教科の枠を超えて.

「授業研究」を実施し、教師の資質向上に努めました。
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総括評 価 項 目 具 体 項 目 目 標 具 体 的 方 策 問題 ５段階
番号

１ 学校経営 全職員が共通の理念に立った学校経営の参画における教育的成果の評価

( ) 建学の精神である ＊教育方針６項目を推進す キリスト教の精神を学ぶことによって、建学の精神を理解する。 １ ４．０ ◎1 学校教育
＜活水＞＝キリスト るため、宗教的情操教育-1 目標
から永遠の命を受け を柱とした学校生活の実
継ぐ＝に基づく人間 践 学力の向上に努め、真理を探究する精神と将来への希望を確立する。 ２ ３．７ ○
教育 ＊礼拝・授業・特別活動等

を通して、自己の個性・
能力を伸ばし、他者の心 ボランティア活動を通して、自尊感情とコミュニケーション能力を高める。 ３ ３．７ ○
を理解し共感できる人格
教育を行う。

欠席・遅刻のない規律ある生活に努め、心身の健康と自律心を養う。 ４ ３．９ ○

差別・偏見のない社会の実現に貢献できる人権感覚を養う。 ５ ４．０ ◎

平和学習を通して、被爆地長崎に生き・学ぶ者として、世界に平和のメッセージを発 ６ ４．３ ◎
信する。

( ) 建学の精神である ＊＜活水＞に象徴されるキ 毎日の朝の礼拝・終礼を通し、祈りに始まり祈りで終わる深い宗教的情操を育成し、 ７ ４．０ ◎1 学校教育
＜活水＞＝キリスト リスト教精神を礼拝・授 聖書に基づくメッセージから、いかに生きるかを受け取る。-2 目標
から永遠の命を受け 業・キリスト教行事を通
継ぐ＝に基づく人間 して総合的に学び、現代 花の日・修養会・クリスマス等の行事を通して、愛と奉仕の精神を体験的に身につけ ８ ４．０ ◎
教育 社会にいかに生きるべき る。

かを探求する心を育成す
る。 聖書の授業等を通し 聖書に表された愛の精神を学び 現代社会に生きる指針を学ぶ ９ ３．６ ○、 、 。

( ) 経営方針の明確化と ＊経営方針が学校内外に明 活水の教育ミッションと経営ビジョンを全教職員に提示・共有し 教育実践に努める １０ ３．４2 学校経営 、 。
その実践 確に示され、教職員間の方針

相互理解と保護者・地域
の支持に基づく教育活動 活水の教育ミッション・ビジョンを土台とした育てたい生徒像を、生徒・保護者・地 １１ ３．２
を行う。 域社会等に対して明確に提示する。

( ) 学年目標の具現化 ＊本年度の基本方針に沿っ 学年の教育目標を教職員・生徒への浸透を図り、その目標達成のための教育活動を展 １２ ３．３3 学年経営
た学年目標による経営を 開する。
行う。

毎日の学年指導の連絡を密に行い、月に１回以上の学年会を開き、目標の達成状況、 １３ ４．１ ◎
指導上の課題等について教職員間の共通理解を図り、統一的な指導を行う。

( ) 学級目標の具現化 ＊学校目標及び学年目標に 学校目標・学年目標に沿って、学級の実態に応じた学級目標を設定し、学級経営を行 １４ ３．７ ○4 学級経営
沿った温かい学級づくり う。
を行う。

生徒との個別面談を学期に１回以上実施し、学級生徒の多面的理解を深める。 １５ ３．９ ○

生徒が主体的・意欲的に活動できる学級経営に努める。 １６ ３．８ ○

２ 教育活動 教育活動全般における計画的、組織的な教育的成果の評価

( ) 創意工夫を生かした ＊学習指導要領の主旨が生 各学科・コースの特性や個々の生徒の進路に適した教育課程を編成する。 １７ ３．９ ○1 教育課程
適切な教育課程の実 かされた特色ある教育課の編成
施 程を編成する。

教育課程の実効性や、教育目標の達成状況を定期的に検証する。 １８ ３．４

( ) わかる授業の展開と ＊創意工夫がなされた学習 各教科科目の年間指導計画（シラバス）を作成し、学習目的や学習方法を事前に生徒 １９ ４．０ ◎2 教科指導
工夫・改善 指導を行う。 に説明する。
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総括評 価 項 目 具 体 項 目 目 標 具 体 的 方 策 問題 ５段階
番号

基礎学力・基礎技術の習得の徹底を図る。 ２０ ３．９ ○

教科の専門性や指導力の向上に努め 効果的な授業を行うための研究や研修を深める ２１ ３．７ ○、 。

わかりやすい授業づくり・授業改善を推進するため、生徒による授業評価を定期的に ２２ ３．９ ○
実施する。

適切な学習評価 ＊教職員の共通理解のもと 評価基準に基づき、共通理解のもとで評価を行う。 ２３ ４．０ ◎
に適切な評価を行う。

評価をその後の授業にフィードバックし、指導と評価の一体化を図る。 ２４ ３．８ ○

( ) ねらいが明確で創意 ＊学習指導要領のねらいを 教育目標を具体的な活動を通して、愛と奉仕の精神・平和を作り出す精神を身につけ ２５ ３．８ ○3 総合的な
工夫を生かした活動 ふまえて、地域や学校の るために、年間計画に基づいた学習活動を展開する。学習の時

特色を生かした活動を行間
う。

( ) ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動の充実 ＊学校・学年の教育目標に 年間計画に基づいて、事前準備をよく行い、活発なホームルーム活動を実践する。 ２６ ３．５ ○4 特別活動
沿った年間計画により、
活発な活動を行う。

生徒会活動の充実 ＊生徒の自発的・自主的な 生徒の自発性・自主性を促し、積極的に生徒会活動に参加させる。 ２７ ３．３
活動を推進する。

学校行事の充実 ＊生徒の実態に即した効果 効果的な学校行事となるよう、常に見直しを行い、活動内容を工夫する。 ２８ ３．５ ○
的な行事を行い活動内容
を工夫する。

( ) 基本的な生活習慣の ＊隣人愛に基づく社会性を 身だしなみと言葉を整えさせ、マナーアップ運動を推進する。 ２９ ３．５ ○5 生徒指導
確立 身につけさせるよう、全

教職員で指導を行う。
始業時間を守り、遅刻者を減らす。 ３０ ４．１ ◎

自分自身の安全管理を自己点検させ、身を守る術を身につけさせる。 ３１ ３．７ ○

教育相談の充実 ＊生徒の持つ悩みや困難の 教職員がカウンセリング・マインドをもって、生徒に対応することができるように、 ３２ ３．６ ○
解決の援助をする。 資料を提供したり、研修の機会を持つよう努める。

悩みや問題を抱える生徒・その保護者への対応の仕方を、専門家の助言を受けながら ３３ ４．１ ◎
考える機会を定期的に持つように努める。

学校・専門機関・スクールカウンセラーが連携を取り、個々の生徒に応じた教育相談 ３４ ４．３ ◎
活動を努める。

生徒の保健室利用、欠席・欠課の状況を把握する。いじめ・悩みアンケートの実施を ３５ ４．３ ◎
通して、不登校・いじめなどを早期に発見し、適切に対応するよう努める。

( ) 進路指導の充実 ＊系統的・計画的な進路指 生徒個々に自分の適性・能力に応じた的確な進路の目標を設定させるために具体的で ３６ ３．９ ○6 進路指導
導を行う。 効果的な進路情報の提供を図る。

目標とする進路の実現に必要な学力の向上・学習への意欲を促すために、進路講演会 ３７ ３．８ ○
・三者面談等を計画的に行い、適切な方策を考え実行する。

進路実現に向け、課外授業を充実させ、模擬試験や検定試験等を実施する。 ３８ ３．９ ○

職業観・勤労意識を醸成するためにキャリア教育を推進する。 ３９ ３．２
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総括評 価 項 目 具 体 項 目 目 標 具 体 的 方 策 問題 ５段階
番号

＊英語科における進路指導 国際社会に貢献するための英語力の充実を図り オーラル・イングリッシュを通して ４０ ４．２ ◎、 、
の充実 英語によるコミュニケーション能力を高める。

英語を中心にしながら、国社英の学力を大幅に向上させ、難関私大の志望者全員合格 ４１ ３．８ ○
を目指す。

各種の英語検定を積極的に取り組ませ、総合的な英語力をのばす。 ４２ ４．０ ◎

＊国公立進学コースの進路 英・数を中心にしながら、５教科の学力をのばし、国公立大学の志望者全員合格を目 ４３ ３．４
指導の充実 指す。

早朝課外・土曜日の課外や長期休暇中の課外を通して学力をのばし、目標とする進路 ４４ ３．９ ○
を確保する。

予備校の講師や卒業生を招いて講演会等を実施し、将来の進路に応じた進路指導を実 ４５ ３．５ ○
施する。

＊音楽コースの進路指導の 音楽実技を中心に音楽力を鍛え、音楽大学および音楽を必要とする大学へ進学できる ４６ ４．１ ◎
充実 よう進路指導の充実を図る。

＊普通コースの進路指導の 多様化する進路に対応するため、将来の職業理解のためのガイダンスや各業種の企業 ４７ ３．４
充実 で活躍する卒業生の講演会を実施する。

各種の進路に対応する課外授業・校外模試を充実させ、その受講率を上げる。 ４８ ３．４

( ) 読書活動の充実 ＊読書活動を通して、豊か 図書館報等を発行して図書の情報を提供し、図書貸し出し・利用を促進する。 ４９ ４．２ ◎7 読書教育
な人格と落ち着いた生活
態度を養う。

図書委員会を組織・運営し生徒たちの図書活動の発展を図る。 ５０ ４．０ ◎

( ) 健康や安全に対する ＊健康・安全な生活を送る 生徒の心身の健康について、学級担任・養護教諭・保健主事の連携を密にした指導を ５１ ４．１ ◎8 健康・安
態度の育成 ための指導を行う。 行う。全教育

安全確保について生徒や保護者への啓発を促し、組織的に対応できる危機管理体制を ５２ ３．５ ○
整える。

( ) 人権尊重に対する普 ＊同和問題・ジェンダーや 毎朝の礼拝や聖書の授業を通して キリスト教精神に基づく博愛・平等の精神を学ぶ ５３ ３．９ ○9 人権・同 、 。
遍的価値観の醸成 ＤＶ等の性差別・障害者和教育

差別・民族差別等の差別
の存在を認識し、解決の 人権・同和教育の時間を設定して、適切な視聴覚教材を用いて学習する。 ５４ ３．９ ○
ための実践力を身につけ
させる。

日常の教育活動の過程に、互いに助け合い・協力しながら問題解決をしようとする態 ５５ ３．６ ○
度を養う。

( ) 部活動の活性化 ＊部活動への参加を奨励し 部活動への積極的な参加を奨励し、学校生活の満足度を高め、学習との両立ができる ５６ ３．５ ○10 部活動 、
活発な活動を行う。 よう支援を行う。

部活動を通して、達成感や挫折感等を共有する過程で、忍耐力及び協調の精神、コミ ５７ ３．８ ○
ュニケーション力等のたくましい人間力を育む。

( ) ボランティア活動の ＊活水の教育方針に基づく 花の日やクリスマス等の宗教行事における施設訪問への参加を奨励する。 ５８ ３．７ ○11 ボランテ
充実 ボランティア意識の高揚ィア活動

を図る。
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総括評 価 項 目 具 体 項 目 目 標 具 体 的 方 策 問題 ５段階
番号

いしぶみもり活動等の身近な環境美化に取り組み、奉仕の心を養成する。 ５９ ４．１ ◎

ボランティア情報を提供し、主体的な参加を奨励する。 ６０ ３．５ ○

( ) 各種資格取得の奨励 ＊個に応じた指導の一環と 英語検定、漢字検定、ワープロ検定等に果敢に挑戦することを奨励し、学習意欲の喚 ６１ ３．８ ○12 資格取得
して、各種資格取得を奨 起につなげる。
励する。

３ 組織運営 教育活動の円滑化、教師集団の協働性に関わる教育的成果の評価

( ) 自己申告制度の実施 ＊自己申告制度により学校 自己申告シートへ目標等を記載することにより 目標を明確にして教育活動にあたる ６２ ３．８ ○1 自己申告 、 。
活性化を図る

自ら設定した目標・具体的方策等を定期的に自己評価することにより、達成度を確認 ６３ ３．９ ○
でき、自己啓発に繋げる。

「学校活性化への提言」を行うことにより、一人ひとりが「魅力ある学校づくり」の ６４ ３．５ ○
一翼を担う。

校長等との「面談」を活用し、自己目標を説明する機会が保障されるとともに、校長 ６５ ３．４
との相互理解を図ることができ、かつ教職員のモラルを向上する。

( ) 適切な役割分担、組 ＊各自の役割分担が明確で 年度の実態に応じ、各分掌の課題確認と分掌業務の改善に努める。 ６６ ３．８ ○2 校務分掌
織的な活動と運営 あり、分担に応じて適切

に校務を処理する。
週に１回の割で、運営委員会を実施し、校務全体の円滑な推進のため、各分掌間・学 ６７ ３．９ ○
年間の相互連携を図る。

分掌ごとの業務記録、資料保存に努める。 ６８ ３．９ ○

( ) 目的に応じた適切な ＊目的に沿って適切に委員 各委員会の設置目的を確認し、その実現に向けて効果的な話し合いを行う。 ６９ ３．４3 各種委員
委員会の設置とその 会を設置し、運営する。会
運用

各種委員会での話し合いの結果を教職員の各業務に反映させ、教育活動や学校経営等 ７０ ３．３
に生かす。

( ) 研修体制の確立と実 ＊計画的・組織的に授業研 生徒の実態や自校の課題を踏まえ、全教職員による校内研修を年３回以上行う。 ７１ ３．１4 校内研修
践 究等を行う。

指導実践力の向上を図るため、研究授業及びその検討会（授業研究）等の機会を各教 ７２ ３．４
科とも年１回以上行う。

校外研修の受講者が 必要に応じてその内容をを他の教職員に伝達する機会を設ける ７３ ３．５ ○、 。

( ) 教職員の資質向上へ ＊各種の研修に積極的に参 キリスト教同盟校・私学協会等で開催される研修会に計画的・積極的に参加し、教職 ７４ ３．６ ○5 現職教育
の取り組み 加する。 員の資質の向上を図る。

４ 教育環境 学校の置かれている条件や環境に関わる教育的成果の評価

( ) 潤いのある生活環境 ＊日々の清掃を充実させ、 日常の清掃活動に全校生徒、全教職員で積極的に清掃活動に取り組む。 ７５ ４．１ ◎1 学校環境
の整備 美化意識を高める。の整備

特別な清掃活動（大掃除・地域清掃活動等）を年３回以上実施する。 ７６ ３．９ ○

日常生活の中で環境美化の意識を高める指導に取り組む。 ７７ ３．８ ○

省エネ運動を推進し、水道使用量や電気使用量を前年比５％減に努める。 ７８ ３．７ ○
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( ) 活用と安全管理 ＊施設・設備の有効な活用 施設・設備の安全点検や補修を月１回以上行い、環境整備を図る。 ７９ ３．７ ○2 施設・設
が図られ安全点検等の管備の管理
理を適切に行う。

日常の教育活動や指導は、常に安全を優先して行う。 ８０ ４．２ ◎

( ) 教育活動全般の情報 ＊パソコン等を使った校務 パソコンによる校務処理を推進してデータの共有化を図り 効率的な事務作業を行う ８１ ３．９ ○3 情報イン 、 。
化 処理を適切に行う。フラの設

備・充実
パソコン上の生徒情報等の管理の徹底を図る。 ８２ ３．９ ○

諸帳票類の管理保管体制を整え、適切に運用する。 ８３ ３．８ ○

５ 開かれた学校づくり

( ) 協力体制の確立 ＊生徒に関する情報を相互 保護者との個別面談を年２回以上行い、生徒の状況について学校と保護者が緊密に連 ８４ ３．６ ○1 保護者と
に交換する。 絡や情報交換を行う。の連携

ＰＴＡ総会等を活用し、生徒の状況について説明を行う機会を設定する。 ８５ ３．７ ○

ＰＴＡ活動の充実 ＊支援と活性化を積極的に 自主的なＰＴＡ活動が活発に展開され、学校もその活動を積極的に支援する。 ８６ ３．４
図る。

ＰＴＡ関係の会議への参加率の向上に努める。 ８７ ３．３

( ) 学校間連携の充実 ＊他校や異校種との必要に 各教科や部活動等において、関連校との効果的な情報交換や連携に努める。 ８８ ３．６ ○2 地域や関
応じた効果的な連携を行係機関と
う。の連携

関係の深い中学校や大学等との情報交換や連携に努める。 ８９ ３．６ ○

地域等からの苦情等に対し、適切に対応できる体制を整備するとともに、改善を速や ９０ ３．８ ○
かに行う。

外部講師の活用 ＊教育目標に沿って、外部 年間計画に基づき、平和学習・進路講話等に外部講師を積極的に活用し、教育的効果 ９１ ３．９ ○
講師招へいによる教育活 を高める。
動を行う。

( ) ホームページの更新 ＊ホームページを見やすく ホームページの更新を定期のみならず、臨機的に行い、学校の現況に関する情報の積 ９２ ３．６ ○3 学校情報
し、定期的更新を行う 極的に発信する。の公開

ホームページの更新が、常に適切に行われるように、学校情報の集約が、効率的にで ９３ ３．５ ○
きるよう体制を構築する。

学校情報の広報 ＊学校方針や具体的教育活 学校方針や具体的な教育目標・教育活動の内容について、適切な情報を保護者や地域 ９４ ４．０ ◎
動についての情報を保護 関係機関に提供するため、学校だよりを年４回以上発行する。
者等へ積極的に提供する

学校案内・パンフレット・ポスター配布や学校説明会・個別相談会など適切な広報活 ９５ ４．１ ◎
動を行い、小・中学生の進路選択に関する資料を提供する。

学校の具体的な教育目標や教育活動状況・進路状況等を適性に説明するために、小・ ９６ ４．２ ◎
中学校訪問を適宜に行う。

学校の特色・校風を実感し理解する機会としてのオープンスクールを年２回開催し、 ９７ ４．３ ◎
入学希望者の増加に努力する。


